
        
 
 
 

 

漱 

石 
と 
枕 

水 

表
題
の
漱
石
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
近
代
日
本
の
大
文
豪
夏
目
漱
石
（
本

名
夏
目
金
之
助
、
一
八
六
七
～
一
九
一
六
）
の
雅
号
、
ま
た
枕
水
は
旧
宮
川
村
の

第
一
六
代
村
長
齋
藤
勇
之
介
（
一
八
八
五
～
一
九
六
八
）
の
雅
号
で
あ
る
。
実
は

こ
の
二
つ
の
号
は
、
あ
る
一
つ
の
言
葉
に
由
来
し
て
い
る
。 

中
国
に
は
、
古
来
よ
り
「
枕
石
漱
水
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
意
味
は
、

川
の
流
れ
に
口
を
す
す
ぎ
、
石
を
枕
に
し
て
眠
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
西
晋

の
時
代
（
二
六
五
～
三
一
七
）
孫
楚
（
そ
ん
そ
、
晋
の
人
）
が
間
違
っ
て
、
「
漱
石

枕
流
」（
石
に
漱
〔
く
ち
す
す
〕
ぎ
、
流
れ
に
枕
〔
ま
く
ら
〕
す
）
と
言
っ
て
し
ま
っ

た
。
し
か
し
孫
楚
は
間
違
い
を
指
摘
さ
れ
て
も
、
そ
の
誤
り
を
認
め
ず
、「
石

で
口
を
す
す
ぐ
の
は
歯
を
磨
く
た
め
、
流
れ
に
枕
す
る
の
は
汚
れ
た
話
を
聞

い
た
耳
を
洗
う
た
め
だ
」
と
言
い
張
り
、
頑
固
に
こ
じ
つ
け
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

漱
石
は
、
こ
の
頑
固
者
を
意
味
す
る
故
事
に
深
く
興
味
を
持
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
八
月
、
学
友
と
房
総
を
旅
行
し
、

九
月
そ
の
紀
行
漢
詩
文
『
木
屑
録
』
を
著
し
て
、
親
友
の
正
岡
子
規
に
贈
り

批
評
を
求
め
た
。
そ
の
『
木
屑
録
』
の
表
紙
に
「
漱
石
頑
夫
」
と
署
名
し
た
。

こ
れ
が
「
漱
石
」
と
い
う
雅
号
を
初
め
て
使
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
と
き
は
頑
固
者
を
意
味
す
る
「
漱
石
」
に
更
に
「
頑
夫
」
と
書
き
添
え

て
い
る
。
如
何
な
る
心
境
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
漱
石
二
二
歳
の
時
で
あ
る
。 

 

子
規
（
本
名
正
岡
常
規
、
一
八
六
七
～
一
九
〇
二
）
は
、
明
治
十
六
年
郷
里
の
松

山
か
ら
上
京
し
、
十
七
年
に
は
漱
石
と
同
じ
く
東
大
予
備
門
に
入
学
し
て
い

る
。
同
級
生
の
二
人
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
顔
見
知
り
の
間
柄
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
親
し
く
交
際
を
始
め
た
の
は
二
十
二
年
一
月
か
ら
で
あ
っ
た
と
い

う
。
子
規
は
、
二
十
一
年
か
ら
二
十
二
年
に
か
け
て
詩
文
集
『
七
艸
集
』
を

書
き
上
げ
、
友
人
た
ち
に
廻
覧
し
感
想
を
求
め
た
。
漱
石
は
、
読
後
の
所
感

を
書
き
、
そ
れ
に
九
首
の
七
言
絶
句
を
添
え
て
礼
讃
し
た
。
こ
の
よ
う
に
漱

石
と
子
規
は
互
い
に
刺
激
し
合
い
、
そ
れ
は
作
家
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、「
子
規
」
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
称
で
あ
る
。 

 

齋
藤
勇
之
介
は
明
治
十
八
年
生
ま
れ
で
、
東
京
の
錦
城
学
校
を
卒
業
し
天

文
気
象
を
学
ん
だ
。
帰
郷
後
は
農
業
の
傍
ら
著
述
を
な
し
、
文
筆
に
長
じ
、

社
会
奉
仕
に
貢
献
、
明
治
四
十
一
年
頃
か
ら
は
政
治
活
動
に
身
を
置
き
、
昭

和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
県
会
議
員
に
当
選
、
同
十
七
年
七
月
に
は
宮
川
村

長
に
就
任
し
た
。
詳
し
い
事
績
に
つ
い
て
は
『
大
子
地
域
の
旧
町
村
長
事
績

集
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

勇
之
介
が
「
枕
水
」
と
号
し
た
の
は
い
つ
頃
か
ら
か
と
言
う
こ
と
は
定
か

で
な
い
が
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
月
に
勇
之
介
が
編
集
発
行
し
た
『
茨

城
県
久
慈
郡
保
内
郷
土
史
』
に
は
、
枕
水
の
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
は
推
論
に
な
る
が
、
勇
之
介
は
、
漱
石
が
亡
く
な
っ
た
大
正
五
年
の
頃
に

は
、
既
に
大
文
豪
夏
目
漱
石
の
こ
と
は
十
分
に
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
、「
漱
石
」
と
い
う
雅
号
が
「
漱
石
枕
流
」
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
こ

と
、
そ
の
言
葉
の
意
味
な
ど
を
知
り
、
自
分
も
「
枕
流
」
を
「
枕
水
」
に
変

え
て
、
雅
号
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
枕
流
も
枕
水
も
川
の

流
れ
に
枕
す
る
と
い
う
同
じ
意
味
で
あ
り
、
頑
固
者
を
意
味
す
る
故
事
な
し

で
は
考
え
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
。
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
雅
号
に
は
面
白
い

の
か
も
知
れ
な
い
。 
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 「

め
ざ
せ
甲
子
園
」
。
大
子
清
流
高
校
の
校
庭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
六
文
字

に
は
、
す
べ
て
の
高
校
球
児
の
夢
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
稿
が
発
行
さ

れ
る
頃
に
は
、
去
年
は
中
止
と
な
っ
た
甲
子
園
球
場
で
の
選
抜
高
校
野
球
大

会
が
、
無
事
に
開
催
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
春
は
セ
ン
バ
ツ
か
ら
」
と
い

う
言
葉
が
、
今
年
は
現
実
の
も
の
と
な
る
よ
う
、
心
か
ら
願
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
て
、
大
子
町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
何
人
か
の
野
球
選
手
の
名
が
浮

か
ぶ
が
、
な
か
で
も
石
井
連
蔵
、
豊
田
泰
光
の
両
氏
は
、
別
格
の
存
在
だ
ろ

う
。
今
は
亡
き
偉
大
な
る
野
球
人
に
つ
い
て
記
す
の
は
僭
越
と
思
い
つ
つ
、

フ
ァ
ン
の
立
場
か
ら
、
改
め
て
お
二
人
の
功
績
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。 

～
上
小
川
か
ら
神
宮
へ
～ 

昨
年
の
一
月
、
野
球
人
と
し
て
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
野
球
殿
堂
入
り
の

ニ
ュ
ー
ス
の
な
か
に
、
特
別
表
彰
と
し
て
石
井
連
蔵
氏
の
名
前
が
あ
っ
た
。

町
内
頃
藤
（
旧
上
小
川
村
）
出
身
の
石
井
氏
は
、
少
年
期
か
ら
野
球
に
長
じ
、

自
著
『
お
と
ぎ
の
村
の
球
投
げ
』（
三
五
館
）
に
は
、
自
宅
近
く
の
小
学
校
の

校
庭
で
仲
間
と
白
球
を
追
っ
た
楽
し
い
思
い
出
が
綴
ら
れ
て
い
る
。 

や
が
て
、
学
生
野
球
の
父
と
称
さ
れ
る
飛
田
穂
州
氏
と
同
様
に
水
戸
一
高

か
ら
早
稲
田
大
学
に
進
ん
だ
石
井
氏
は
、
投
打
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
後

に
若
く
し
て
監
督
に
就
任
し
、
伝
説
と
な
っ
た
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

の
早
慶
六
連
戦
な
ど
で
辣
腕
を
振
る
っ
た
。
選
手
時
代
の
勝
負
強
さ
や
監
督

と
し
て
の
厳
し
い
指
導
に
関
し
て
数
々
の
武
勇
伝
が
残
さ
れ
て
お
り
、
教
え

子
に
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
で
現
早
大
監
督
の
小
宮
山
悟
氏
な
ど
多
く
の
名

選
手
が
並
ぶ
。
晩
年
、
自
身
の
名
前
を
冠
し
た
大
会
で
、
故
郷
の
少
年
野
球

チ
ー
ム
を
指
南
し
た
際
の
熱
血
ぶ
り
は
、
今
で
も
語
り
種
と
な
っ
て
い
る
。 

石
井
氏
が
超
満
員
の
神
宮
球
場
で
胴
上
げ
さ
れ
て
か
ら
、
長
い
年
月
が
流

れ
た
。
こ
の
間
、
野
球
を
は
じ
め
各
種
競
技
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
神
宮
外
苑
で

は
、
数
々
の
名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
歴
史
と
伝
統
が
積
み
重
ね
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
石
井
氏
が
残
し
た
記
録
と
記
憶
は
、
末
永
く
語
り

継
が
れ
る
特
別
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。 

～
水
戸
経
由
、
博
多
行
き
～ 

郷
土
出
身
選
手
の
双
璧
の
一
人
で
あ
る
豊
田
泰
光
氏
は
、
昭
和
二
十
七
年
）

の
夏
、
水
戸
商
業
高
校
の
遊
撃
手
と
し
て
甲
子
園
に
出
場
し
た
。
開
会
式
で

選
手
宣
誓
を
行
う
と
い
う
大
役
を
担
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
プ
ロ
野
球
界
で

の
華
々
し
い
活
躍
を
予
告
し
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

高
校
卒
業
と
同
時
に
福
岡
市
を
本
拠
地
と
す
る
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入

団
し
た
豊
田
氏
は
、
新
人
の
年
か
ら
頭
角
を
現
し
、
三
原
監
督
の
も
と
野
武

士
集
団
と
称
さ
れ
た
黄
金
期
の
チ
ー
ム
で
主
軸
を
担
っ
た
。
稲
尾
や
中
西
な

ど
個
性
豊
か
な
名
選
手
た
ち
と
共
に
、
大
舞
台
で
抜
群
の
実
績
を
積
み
重
ね

た
。
私
は
、
豊
田
氏
の
現
役
時
代
の
勇
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
引
退
後
の
解
説
者
と
し
て
の
明
快
な
語
り
口
や
新
聞
に
寄

稿
し
た
切
れ
味
鋭
い
論
評
が
大
好
き
だ
っ
た
。
西
鉄
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
平

和
台
球
場
は
既
に
姿
を
消
し
、
そ
の
跡
地
が
公
園
と
な
っ
て
い
る
今
で
は
、

大
子
か
ら
水
戸
を
経
て
、
遙
か
遠
い
博
多
の
地
で
勇
名
を
は
せ
た
足
跡
に
、

悠
久
な
る
ロ
マ
ン
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。 

余
談
だ
が
、
豊
田
氏
は
昭
和
三
十
三
年
に
「
男
の
い
る
街
」
と
い
う
作
品

で
、
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
初
め
て
の
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い

る
。
作
曲
者
は
、
生
涯
に
わ
た
り
親
交
の
深
か
っ
た
吉
田
正
氏
で
あ
り
、
日

立
市
に
あ
る
吉
田
正
音
楽
記
念
館
に
行
く
と
、
当
時
の
逸
話
を
楽
し
そ
う
に

語
る
豊
田
氏
の
映
像
と
共
に
、
そ
の
美
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

～
そ
し
て
、
未
来
へ
～ 

い
ま
、
季
節
は
弥
生
三
月
。
い
わ
ゆ
る
「
球
春
到
来
」
で
あ
る
。 

今
度
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
ど
ん
な
新
た
な
選
手
が
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
町
か
ら
、
石
井
氏
や
豊
田
氏
の
よ
う
な
天
才
が
、
い
つ
の
日
に
か
誕
生

す
る
だ
ろ
う
か
。
感
染
対
策
で
神
経
を
使
う
日
々
が
続
く
な
か
、
町
内
出
身

選
手
の
活
躍
を
想
像
す
る
の
は
、
大
き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
大
子
町
副
町
長
） 

 
 

 



芦
野
倉
地
区
に
残
る
中
世
城
館
跡
と
棟
札 

 

五
十
嵐
雄
大 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

野
内
智
一
郎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井 

達
也 

 

芦
野
倉
地
区
に
は
現
在
四
か
所
の
城
館
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
芦

野
倉
城
は
、
字
御
城
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現
況
は
、
宅
地
と

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
北
側
の
一
部
に
土
塁
と
堀
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
堀
ノ
内
館
は
、
果
樹
園
に
な
っ
て
い
て
、
堀
跡
と
思
わ
れ
る
へ
こ
み

と
五
メ
ー
ト
ル
の
切
岸
と
呼
ば
れ
る
人
工
的
な
斜
面
が
確
認
で
き
ま
す
。
字

舘
ノ
沢
に
は
、
堀
切
が
一
本
残
っ
て
い
ま
す
。
字
戸
中
は
、
山
上
に
横
堀
や

郭
な
ど
の
明
確
な
遺
構
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
芦
野
倉
一
帯
を
治
め
て

い
た
の
は
、
木
澤
氏
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

左
下
は
、「
水
府
志
料
附
録
」
に
み
ら
れ
る
慶
福
寺
の
棟
札
の
文
面
で
、
大

旦
那
と
し
て
慶
泉
、
明
什
と
い
う
人
物
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
日

本
国
奥
州
代
續
木
澤
源
五
郎
の
名
も
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
物
が
阿

弥
陀
堂
を
造
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
記
さ
れ
た
年
号
は
永
享
八
年
（
一

四
三
六
）
で
室
町
幕
府
第
六
代
将
軍
、
足
利
義
教
の
治
世
の
も
の
で
す
。
今
は

同
地
に
慶
福
寺
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
芦
野
倉
地
区
付
近
を
代
々
、
木
澤
源
五

郎
を
名
乗
る
一
族
が
統
治
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
旦
那
慶
泉
は
、

棚
倉
町
に
あ
る
八
槻
都
々
古
別
神
社
の
修
験
に
関
わ
り
が
あ
る
人
物
と
思
わ

れ
ま
す
。
芦
野
倉
は
白
河
結
城
氏
と
関
係
が
深
い
八
槻
社
の
影
響
を
受
け
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

永
享
年
間
の
棟
札
史
料
は
県
北
地
域
に
は
非
常
に
少
な
い
の
で
、
貴
重
な

も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
史
料
か
ら
、
中
世
の
大
子
町
域
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
五
十
嵐
：
常
陸
太
田
市
在
住
、 

野
内
：
常
陸
大
宮
市
在
住
、
藤
井
：
水
戸
市
在
住
） 

                        

芦野倉地域城館図（五十嵐作成） 
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大
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聖
人
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永
享
八
丙

辰
九
月
十
日 

寺 福 慶 

慶福寺棟札（「水府志料附録」） 



初
め
て
の
皇
室
来
大
と
レ
ス
リ
ン
グ  

 
 

 

藤
田
貴
則 

 
 

大
子
町
に
お
い
て
歴
史
上
初

め
て
お
迎
え
し
た
皇
室
関
係
者

は
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

の
三
笠
宮
殿
下
・
妃
殿
下
で
あ
る
。  

そ
れ
ま
で
は
、
光
圀
や
斉
昭
な
ど

の
水
戸
徳
川
家
関
係
者
は
幾
度

と
な
く
大
子
を
訪
れ
て
い
る
が
、

皇
室
関
係
者
を
お
迎
え
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。 

昭
和
四
十
二
年
三
月
、
旧
大
子

中
学
校
体
育
館
（
現
在
の
中
央
公

民
館
）
を
会
場
に
、「
三
笠
宮
殿
下

御
臨
席
記
念 
全
日
本
実
業
団
対

抗
戦
・
全
日
本
社
会
人
ア
マ
チ
ュ

ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。 

皇
室
関
係
者
の
来
大
は
、
令
和

に
な
っ
た
今
で
も
決
し
て
多
く

は
な
く
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
て

は
、
昭
和
五
十
一
年
の
全
国
植
樹

祭
ま
で
待
つ
こ
と
に
な
る
。 

三
笠
宮
殿
下
・
妃
殿
下
を
お
迎

え
し
た
こ
と
は
、
『
大
子
町
史 

通
史
編 

下
巻
』
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
他
、

残
念
な
こ
と
に
詳
し
い
資
料
も
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
中
、
今
回
掲

載
し
て
い
る
画
像
が
大
子
町
立
中
央
公
民
館
歴
史
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
大
子
の
歴
史
上
、
抜
け
落
ち
て
は
い
け
な
い
貴
重
な

一
ペ
ー
ジ
と
し
て
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
掲
載
を
す
る
こ
と
と
し
た
。 

当
時
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
茨
城
国
体
開
催
が
内
定
し
、
大
子
町
は
レ
ス

リ
ン
グ
競
技
の
候
補
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
プ
レ
大
会
と
し
て
全
日
本
社
会
人

ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
が
、
茨
城
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
や
大

子
町
体
育
協
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国
体
本
番
で

は
、
実
施
競
技
の
な
か
っ
た
笠
間
市
に
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
会
場
が
移
り
、
大

子
町
で
は
山
岳
競
技
が
開
催
さ

れ
た
。 

昭
和
四
十
九
年
の
茨
城
国
体

で
は
、
小
祝
仁
晃
監
督
率
い
る
大

子
一
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
菊
池

通
が
優
勝
、
藤
田
良
穂
と
菊
池
利

男
が
準
優
勝
と
大
活
躍
を
し
、
茨

城
県
の
天
皇
杯
獲
得
に
大
き
く

貢
献
を
し
た
。 

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
茨
城

国
体
開
会
式
で
は
、
菊
池
通
が
県

代
表
の
炬
火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

笠
松
運
動
公
園
を
走
っ
た
。
ま

た
、
今
年
に
延
期
さ
れ
て
い
る
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
大
子
ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
指

導
者
の
藤
田
光
希
が
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
走
る
予
定
で
あ
る
。 

さ
て
、
三
笠
宮
殿
下
・
妃
殿
下

の
来
大
時
の
画
像
を
見
る
と
、
大

子
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

催
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

左から 2 人目が三笠宮殿下、3 人目が妃殿下 

殿下・妃殿下を乗せた車列と国旗を振る大勢の町民 役場付近 



レ
ス
リ
ン
グ
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
レ
ス
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
一
式
が
町
よ
り
大

子
一
高
へ
寄
贈
さ
れ
、
試
合
会
場
で
は
、
ひ
な
壇
に
大
会
総
裁
で
あ
る
三
笠

宮
殿
下
や
町
体
育
協
会
長
で
あ
る
国
谷
順
一
郎
町
長
の
他
、
県
レ
ス
リ
ン
グ

協
会
役
員
や
町
体
育
協
会
役
員
な
ど
が
顔
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
祝
賀
会
は
「
ホ

テ
ル
奥
久
慈
」（
大
字
池
田
）
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
殿
下
・
妃
殿

下
の
移
動
時
は
パ
レ
ー
ド
の
様
相
で
、
一
目
見
よ
う
と
子
供
か
ら
大
人
ま
で

大
勢
の
町
民
が
沿
道
を
埋
め
、
小
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
た
。
ま
た
、
袋
田
の

滝
へ
も
足
を
運
ば
れ
、
そ
こ
に
は
「
三
笠
宮
崇
仁
親
王
殿
下
観
瀑
の
地
」
の

記
念
碑
が
あ
る
。
さ
ら
に
役
場
庁
舎
前
で
記
念
植
樹
を
な
さ
れ
、
お
手
植
え

の
梅
の
木
は
毎
年
綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
い
た
が
、
惜
し
い
こ
と
に
梅
の
木

も
一
昨
年
に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。
丈
夫
な
は
ず
の
梅
が
何
を
憂
え
た
の
か
、

非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。 

し
か
し
、
梅
の
木
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
時
蒔
か
れ
た
も
う
一
つ

の
種
で
あ
る
レ
ス
リ
ン
グ
は
、
茨
城
県
立
大
子
一
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
、
大
子

清
流
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
、
大
子

ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

と
引
き
継
が
れ
、
全
国
や
世
界

で
活
躍
す
る
選
手
を
輩
出
し
続

け
て
い
る
。
令
和
の
今
、
大
輪
の

花
を
元
気
に
咲
か
せ
て
い
る
。 

大
子
町
初
の
皇
室
関
係
者
で

あ
る
三
笠
宮
殿
下
・
妃
殿
下
を

お
迎
え
し
開
催
し
た
全
日
本
社

会
人
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
を
機
に
、
同
年
の

昭
和
四
十
二
年
七
月
に
設
立
さ

れ
た
大
子
町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会

は
、
今
も
な
お
存
続
し
活
発
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

大
子
町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
を
糧
に
今
後
も
ス

ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
、
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
育
成
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。 

（
大
子
町
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
会
長
）      

              
      

お手植えの梅の木（平成 29 年 3 月筆者撮影） 

試合と会場の風景 



「
大
子
」
呼
称
の
変
遷 

 

藤
井 

達
也 

 

「
大
子
」
と
い
う
言
葉
は
町
内
の
大
字
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
町
域

全
体
を
指
す
地
域
呼
称
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と

「
大
子
」
は
町
域
全
体
を
指
す
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
子
町
域

を
示
す
言
葉
と
し
て
は
、
「
依
上
保
」
「
保
内
」
「
保
内
郷
」
が
使
わ
れ
、
「
大

子
」
は
そ
の
中
の
一
地
域
と
い
う
位
置
づ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
は
、
「
大
子
」

と
い
う
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
町
域
全
体
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
「
大
子
」
呼
称
の
変
遷
を
追
っ
て
み
ま
す
。 

 

「
大
子
」
と
い
う
地
名
が
初
め
て
史
料
上
に
現
れ
る
の
は
、
戦
国
時
代
の

最
中
で
あ
る
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
の
こ
と
で
す
。
関
彦
三
郎
と
い
う
武

士
に
「
た
い
こ
の
う
ち
北
宿
」
の
地
を
与
え
る
と
い
う
表
現
が
出
て
き
ま
す

（
「
水
府
志
料
」
）
。
大
子
と
い
う
場
所
は
、
町
域
を
縦
に
貫
く
「
依
上
道
」
と
太

田
・
岩
城
方
面
と
那
須
を
結
ぶ
道
（
後
の
「
東
浜
魚
荷
の
道
」
）
と
が
交
錯
す
る

交
通
上
の
要
衝
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
町
場
（
「
宿
」
）
が
開
か
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
し
か
も
、
「
北
宿
」
と
い
う
表
現
か
ら
考
え
る
と
、
「
南
宿
」
な
ど

別
の
宿
場
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
史
料
か

ら
、「
大
子
」
は
戦
国
時
代
か
ら
「
だ
い
ご
」
と
い
う
音
で
読
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
永
正
八
年
に
作
ら

れ
た
大
子
町
域
を
構
成
す
る
二
十
四
の
村
の
名
前
を
書
き
上
げ
た
史
料
（
「
八

槻
文
書
」
）
に
は
、
「
大
子
村
」
と
い
う
言
葉
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、

こ
の
時
期
の
「
大
子
」
は
一
つ
の
村
と
し
て
独
立
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、

町
場
周
辺
の
地
域
を
指
す
呼
称
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
の
「
大
子
」
の
地
に
根
を
下
ろ
し
た
武
士
の
一
人
が
益
子
氏
で
し
た
。

「
志
摩
守
」
を
名
乗
る
益
子
氏
の
姿
が
、
戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初

期
の
史
料
に
見
ら
れ
ま
す
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
建
立
さ
れ
た
愛
宕

山
白
雲
寺
（
現
在
廃
寺
）
の
棟
札
に
は
、「
益
子
志
摩
守
」
の
名
前
が
見
え
、
後

に
大
子
村
の
郷
士
と
な
る
益
子
氏
が
、
地
域
の
寺
社
の
建
立
に
関
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
益
子
氏
等
を
中
心
と
し
た
「
大
子
」
地
域
の

武
士
は
、
天
正
十
七
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
文
書
で
は
「
大
子
衆
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
文
書
で
は
、
大
子
町
域
全
体
を
指
す
「
保
内
衆
」

と
区
別
し
て
「
大
こ
衆
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
、
戦
国
時
代
後
期
に

は
「
大
子
」
と
い
う
独
立
し
た
地
域
が
成
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
傾
向
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
強
ま
り
ま
す
。
益
子
志
摩
守
は
、

紀
州
高
野
山
に
自
身
の
生
前
供
養
の
た
め
の
札
を
奉
納
し
ま
し
た
。
元
和
六

年
（
一
六
二
〇
）
に
奉
納
さ
れ
た
札
の
記
録
に
は
「
常
州
保
内
タ
イ
コ
村
」
と

あ
り
（
「
常
陸
日
月
牌
過
去
帳
」
）
、
江
戸
時
代
初
め
に
は
「
大
子
」
地
域
は
「
大

子
村
」
と
し
て
独
立
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
う
し
て
独
立
し
た
村
と
し
て
成
立
し
た
「
大
子
村
」
で
す
が
、
江
戸
時

代
に
か
け
て
は
、
主
に
「
保
内
」（
江
戸
時
代
後
期
に
は
「
保
内
郷
」
）
が
地
域
呼

称
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
依
然
と
し
て
地
域
全
体
を
指
す
言
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
初
め
の
頃
に
は
、「
此
村
保
内
の

街
に
し
て
、
近
村
此
所
に
至
り
、
市
廛
（
み
せ
）
を
な
す
の
地
な
り
」（
「
水
府

志
料
」
）
と
書
か
れ
る
通
り
、
地
域
の
中
心
的
町
場
へ
と
発
展
し
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
の
た
め
か
、「
大
子
村
」
は
地
域
の
中
心
地
域
と
み
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
、
水
戸
藩
領

内
の
支
配
管
轄
区
域
の
一
つ
と
し
て
「
大
子
組
」
が
誕
生
し
、
郷
士
益
子
氏

の
屋
敷
地
に
大
子
陣
屋
が
置
か
れ
ま
す
。「
大
子
組
」
は
、
大
子
町
域
を
中
心

と
し
た
四
十
三
村
を
含
む
も
の
で
、
こ
こ
に
町
域
全
体
を
指
す
呼
称
と
し
て

の
「
大
子
」
の
使
用
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
「
大
子
」
地
域
の
宿
場
の
拡

大
・
発
展
が
あ
り
、
大
子
町
域
全
体
を
示
す
「
大
子
」
と
い
う
呼
称
が
誕
生

し
た
の
で
す
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
大
子
町
域
が
「
大
子
」
と
し
て
表
現

さ
れ
る
こ
と
が
増
え
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
一
町
八
ケ
村
の
合
併
に

よ
る
大
子
町
の
誕
生
で
正
式
名
称
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

（
藤
井
達
也
） 



『
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
』
と
大
生
瀬
の
地
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

齋
藤
仁
司 

 

「
大
生
瀬
邑 

下
ノ
宮
界
ヨ
リ
内
大
野
界
迄 

二
千
四
百
六
十
四
間 

此
町
四
十
一
町
四
間 

北
下
野
宮
邑 

上
町
エ
十
三
里 

下
町
エ
十
四
里 

南
大
生
瀬
邑 

山
鳥
艸 

沢
又 

土
ハ
シ
四
間 

鎮
守
愛
宕
山 

熊
ノ
久
保 

 

外
大
野
ヘ
ノ
ミ
チ 

二
ゾ
ウ 

土
ハ
シ
一
間 

弓
取
前 

土
橋
三
間 

右
下

リ
取
付
ヨ
リ
弓
取
前
迄 
下
リ
取
付
迄 

弓
取
峠
取
付
ヨ
リ
峠
道
登
リ 

北

向
前 

土
橋
六
間 

中
坪 
土
橋
二
間 

日
照
坪 

キ
チ
ノ
ウ
□
土
ハ
シ 

堺
田 

板
橋
五
間
」 

（
注 

□

は
判
読
不
明
な
文
字
） 

こ
れ
は
、
大
子
町
史
編
さ
ん
委
員
会
発
行
の
大
子
町
史
料
別
冊
Ⅰ
『
常
陸

国
北
郡
里
程
間
数
之
記
』
の
一
〇
二
頁
か
ら
一
〇
四
頁
の
絵
図
を
略
し
、
文

字
の
み
を
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
と
久
慈
川
に
架
か
る
嵯
峨
草
橋
を
過
ぎ
、
一
般
県
道
常
陸
太

田
大
子
線
を
進
み
、
月
待
の
滝
の
カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
大
生
瀬
地
区
に
入
る
。

さ
ら
に
、
県
道
を
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
打
越
地
区
に
入
る
。
こ
の
打
越

地
区
と
内
大
野
の
手
前
の
日
照
（
ひ
し
ゅ
う
）
地
区
と
の
間
に
あ
る
峠
を
弓
取

峠
と
言
う
。
現
在
の
道
路
は
新
た
に
開
削
さ
れ
た
も
の
で
、
昔
は
今
よ
り
約

二
〇
メ
ー
ト
ル
も
高
所
に
位
置
し
て
い
た
。 

こ
の
他
に
、
弓
取
、
弓
取
前
、
弓
取
坂
の
呼
称
が
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
地
に
、
残
さ
れ
て
い
る
言
い
伝
え
を
紹
介
す
る
。
五
七
、
八
年
前
に

父
親
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
陸
奥
国
へ
の
道
中
の
際
に
、
源
八
幡
太
郎
義
家

が
こ
の
地
を
訪
れ
た
時
、
馬
上
か
ら
弓
を
取
っ
て
矢
を
放
っ
た
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
る
の
が
弓
取
。
さ
ら
に
、
矢
が
放
た
れ
越
え
て
行
っ
た
の
が
打
越
。

そ
の
矢
が
着
地
し
、
そ
れ
を
祀
っ
た
の
が
矢
祭
山
で
、
矢
祭
の
地
名
の
由
来

と
聞
い
て
い
る
。 

真
偽
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
と
て
も
興
味
深
い
話
で
あ
る
。 

な
お
、『
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
』
に
あ
る
地
名
と
土
橋
、
板
橋
等
の

文
字
か
ら
小
川
や
沢
の
位
置
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
絵

図
と
と
も
に
見
る
と
と
て
も
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
昔
日
に
思
い
を
馳
せ
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

読
者
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
地
域
を
読
ん
で
み
る
の
も
お
勧
め
で
あ
る
。 

（
大
子
町
大
生
瀬
在
住
） 
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【
資
料
紹
介
】
「
茨
城
県
久
慈
郡
依
上
村
々
勢
要
覧
」（
昭
和
十
一
年
） 

 

木
澤
源
一
郎
さ
ん
（
大
子
町
芦
野
倉
）
か
ら
大
子
町
教
育
委
員
会
に
寄
贈
さ

れ
た
資
料
「
茨
城
県
久
慈
郡
依
上
村
々
勢
要
覧
」（
以
下
「
要
覧
」
と
略
）
が
あ

る
。
発
行
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
八
月
。
そ
こ
に
は
、「
主
ト
シ
テ
昭
和

十
年
ノ
事
蹟
ニ
基
ケ
ル
モ
ノ
ヲ
調
査
シ
」
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
市
勢
要
覧
、
町
勢
要
覧
、
村
勢
要
覧
の
発
行
が
一
般
化

す
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
そ
れ
も
町
村
合
併
促
進
法
（
二
十
八
年
公
布
）

に
よ
っ
て
町
村
合
併
が
強
力
に
推
進
さ
れ
、
全
国
に
新
市
町
村
が
誕
生
し
て

以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
新
生
大
子
町
の
場
合
も
、「
昭
和
三
三
年
版
」
の
「
大

子
町
勢
要
覧
」
が
最
初
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
「
要
覧
」
の
よ
う
に
戦

前
昭
和
期
の
発
行
と
も
な
る
と
稀
で
あ
り
、
少
な
く
も
大
子
地
域
を
構
成
す

る
旧
九
町
村
に
お
い
て
は
『
昭
和
九
年
度 
大
子
町
町
勢
一
覧
』
に
続
く
二

例
目
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

本
「
要
覧
」
は
冊
子
体
で
は
な
く
、
折
本
両
面
印
刷
の
形
を
と
っ
て
い
て
、

裏
面
に
は
所
持
者
で
あ
っ
た
「
木
澤
平
藏
」
の
署
名
が
あ
る
。
木
澤
さ
ん
の

祖
父
で
あ
り
、
昭
和
十
六
年
一
月
か
ら
翌
十
七
年
五
月
ま
で
依
上
村
長
を
務

め
た
平
藏
さ
ん
の
も
と
に
は
、
各
地
に
出
征
し
た
兵
士
か
ら
多
く
の
絵
葉
書

が
届
け
ら
れ
て
い
た
。
終
戦
後
の
あ
る
日
、
木
澤
さ
ん
は
、
父
親
敏
夫
さ
ん

が
進
駐
軍
の
追
及
を
避
け
る
た
め
戦
争
に
関
わ
る
大
量
の
写
真
や
手
紙
類
、

書
物
等
を
焼
却
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
て
い
る
。
本
「
要
覧
」
は
、
敏
夫
さ

ん
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
焼
却
を
免
れ
た
と
も

言
う
。
今
日
、
日
の
目
を
見
た
資
料
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

 

さ
て
、「
要
覧
」
の
構
成
を
紹
介
し
よ
う
。
表
紙
を
開
く
と
ま
ず
「
依
上
村

略
図
」
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
し
て
「
彊
域
広
袤
」「
沿
革
」「
地
勢
」「
広
袤
」「
面

積
」
と
続
く
。
次
い
で
、
昭
和
十
年
時
点
で
の
村
の
実
状
を
統
計
数
字
等
に

よ
っ
て
示
す
「
土
地
及
人
口
」
「
生
産
物
」
「
官
公
署
及
学
校
」
「
交
通
」
「
村

吏
員
及
名
誉
職
」「
選
挙
有
権
者
数
」「
基
本
財
産
」「
財
政
」「
学
事
」「
衛
生
」

「
兵
事
」「
社
寺
」「
警
備
」「
各
種
団
体
」
等
の
項
目
が
並
び
、
最
後
が
「
名

所
旧
蹟
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
項
目
立
て
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
雛

型
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
定
か
で
な
い
。 

当
「
要
覧
」
か
ら
読
み
取
れ
る
村
の
実
情
の
一
端
を
示
し
て
み
よ
う
。
人

口
は
、
三
四
六
六
人
で
あ
る
。
人
口
は
昭
和
十
年
の
国
勢
調
査
か
ら
も
つ
か

め
る
が
、「
要
覧
」
か
ら
は
「
業
務
別
」
人
口
も
判
明
す
る
。
農
業
一
四
七
二

人
、
商
業
三
二
人
、
交
通
業
一
三
人
、
工
業
三
人
、
そ
の
他
八
七
人
で
あ
る
。

有
業
者
の
九
割
以
上
を
農
業
従
事
者
が
占
め
る
典
型
的
な
農
業
地
帯
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
他
面
で
、
総
計
二
五
万
円
余
に
及
ぶ
生
産
物
の
構
成

比
を
み
る
と
、
米
（
三
〇
％
）
、
葉
煙
草
（
二
一
％
）
、
大
小
麦
（
九
％
）
を
三
本

柱
に
し
た
農
産
物
が
六
九
％
、
養
蚕
四
％
、
家
畜
及
び
家
禽
一
％
、
林
産
物

二
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
を
主
体
と
し
つ
つ
、
広
大
な
山
林
を
擁
す
る

当
村
に
と
っ
て
用
材
（
一
五
％
）
と
木
炭
（
一
〇
％
）
を
軸
に
し
た
林
産
物
は
、

村
の
経
済
を
支
え
る
不
可
欠
な
生
産
部
門
で
あ
っ
た
こ
と
も
鮮
明
で
あ
る
。 

 

と
も
あ
れ
当
「
要
覧
」
は
、
戦
前
昭
和
期
の
村
の
姿
を
描
く
際
に
重
要
な

手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
依
上
村
は
な
ぜ
「
要
覧
」

を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
（
齋
藤
典
生
） 
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